
20年度重点目標と評価
１　上田市の自治の基本原則を

定める条例制定の取り組み ○

２　JT跡地の利活用に対する全
体調整、情報発信及び交流・
文化施設建設準備

△

３　地域協議会の充実と地域づ
くりの推進 ○

４　まちづくり活動拠点の計画
的な整備と活用の促進 ○

５　資源循環型施設実現に向け
た市民理解促進の取り組み ○

21年度重点目標

１　緊急経済・雇用・生活対策の取り
組み

２　地域内分権及び市民協働の推進
３　産院が提供すべき医療の基本方針

の明確化と移転改築に係る基本計
画の策定

４　JT開発地の利活用に対する全体調
整・情報発信及び交流・文化施設
整備基本計画の策定

５　資源循環型社会実現に向けた市民
理解促進及び全体調整

　厳しい経済不況下、上田市独自の対
策の掘り起しを行い、経済・雇用・生
活不安の打開を図ります。
　地域内分権推進として、自治基本条
例の策定を進め、住民自らが参加・参
画し、自己決定できる住民自治組織の
あり方の検討を始めます。
　また、産院が提供すべき医療の基本
方針を明確化し、移転改築基本計画を
策定します。
　次に、中心市街地活性化の視点から、
JT開発地全体の利活用や連携・回遊策
に対する全体調整を行うとともに、市
民が集い、文化芸術の薫るまちづくり
拠点として、施設整備について市民合
意の形成を図り、交流・文化施設整備
基本計画を策定します。
　資源循環型施設整備事業について
は、引き続き広域連合と密接に連携を
図り、ごみ減量再資源化という新たな
課題にも取り組みます。
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目標達成状況自己評価基準
◎：目標を上回る
○：目標達成
△：目標未達成部分あり
×：全て目標未達成
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20年度重点目標と評価
１　第一次上田市行財政改革大

綱「集中改革プラン」の実行 ○

２　防災行政無線設備の整備と
災害時要援護者登録制度の
実施

△

３　上田市人材育成基本計画の
実行 ○

４　電算システムの整備と情報
セキュリティの確保 △

５　広報・広聴の充実と新しい
仕組みづくり ○

21年度重点目標

１　名誉市民の選定、表彰制度の確立、
市のシンボル制定

２　第一次上田市行財政改革大綱「集
中改革プラン」の展開

３　行動する市役所を目指した職員の
意識改革・人材育成

４　市民と情報共有を図る広報の充実
５　情報通信格差の是正と地図情報シ

ステムの整備
　「市役所が変われば地域が変わる」と
の意識を持って「行動する市役所」を推
進します。
　新たな表彰制度を確立して、表彰者
の選考を行うとともに、市のシンボル
（花・木・イメージキャラクター等）を
制定します。
　現在、上田市行財政改革大綱と集中
改革プランに基づき鋭意改革を進めて
いますが、最終年度に当たるため、３
か年の成果総括と22年度からの集中
改革プランを策定します。
　市民の皆さんと情報の共有化を図
り、広報・広聴の充実や情報化の推進
をより一層進めます。

総務部

20年度重点目標と評価
１　持続的で安定的な財政基盤

の確立 ○

２　市税等の収納率の向上によ
る自主財源の確保 △

３　遊休財産・土地開発公社保
有土地の処分の推進 ○

４　公平・適正な課税の推進 ○
５　ふるさと寄附金への積極的

な取り組み ○

６　オリジナル原付ナンバープ
レート作製 ○

21年度重点目標

１　景気回復に向けた経済対策と安定
的財政基盤確立との両立

２　市税等の収納率の向上
３　遊休財産・土地開発公社保有土地

の処分の推進
４　公平・適正な課税の推進
５　公有財産の適正な管理
６　新公会計制度への対応
　景気の落ち込みが地域の経済・雇用
や市民生活に深刻な影響を及ぼす中、
平成20年度に引き続き、迅速かつ適
切に経済対策を実施するため、補正予
算措置など財政面の対応を進めます。
　また、新市発足後４年目を迎え、成
長・発展期への転換を図る年と位置づ
け、総合計画に掲げる将来像を実現す
るための施策展開に向けた財政運営に
努めます。
　財源確保のため、「市税等納付案内
センター」の取り組みをはじめ、市税
等の収納率向上を図るほか、遊休公有
財産の処分を推進します。
　また、市民が主役のまちづくりの視
点に立ち、公平・適正な課税はもとよ
り、財政状況などをよりわかり易くお
伝えし、市民目線の財政運営に努めま
す。

財政部

20年度重点目標と評価
１　地球温暖化防止対策の推進

と生活環境の保全 △

２　犯罪や交通事故のないまち
づくりの推進 ○

３　快適な住環境を目指した上
田市住宅プランの策定 ○

４　人権が尊重され男女がとも
に参画できるまちづくり ○

５　外国籍市民への支援と多文
化共生社会づくりの推進 ○

21年度重点目標

１　資源循環型社会の形成に向けたご
み減量化の推進

２　地球温暖化防止対策の推進と生活
環境の保全

３　犯罪や交通事故のないまちづくり
の推進

４　上田市住宅プランの策定及び市営
住宅の適正な管理

５　人権が尊重され男女がともに参画
できるまちづくり

６　外国籍市民への支援と多文化共生
社会づくりの推進

　地球環境を守るため、CO2削減に向
けた様々な行動が求められているな
か、広域連合が進める「資源循環型施
設（ごみ焼却処理施設等）」については、
同連合と連携のうえ、新たなごみ減量
化目標を設定し、適正規模に向けた再
検討を行います。加えて、「生ごみ堆
肥化計画」を策定し、資源循環型社会
の構築を目指します。
　また、「新エネルギービジョン」を策
定し、省エネ行動や新エネルギー活用
を具体的に示します。
　安全・安心で快適な生活をめざし、
警察等と連携し、交通事故防止、防犯
活動の充実に努めるとともに、市営住
宅等住環境の整備指標となる「住宅プ
ラン」を策定します。
　また、県下最多の外国籍市民が生活
しており、多文化共生社会を築くため、
情報提供、日本語教育支援体制の強化
にも努めます。

市民生活部

特集　重点目標

上田市行政チャンネル撮影風景

オリジナル原付ナンバープレート
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20年度重点目標と評価
１　地域医療提供体制確立と安

心して出産が迎えられるた
めの取り組み

△

２　高齢者保健福祉総合計画の
策定 ○

３　長寿医療制度（後期高齢者
医療制度）の周知の徹底及
び円滑な運営の確保

○

４　特定健診・特定保健指導の
受診率等の向上及び生活習
慣病予防のための健康増進
事業の推進

△

５　地域福祉計画・障害者基本
計画の推進 ○

６　健康づくりの推進と、温泉
利用の促進 ◎

21年度重点目標
１　地域医療提供体制確立と安心して

出産が迎えられるための取り組み
２　生涯健康で、はつらつと暮らせる

健康づくり事業の推進
３　ともに支え合う地域福祉の推進
４　安心して長寿社会を迎えるための

第４期高齢者福祉計画の推進
５　健全な国保財政の運営の確保
６　健康づくりの推進と温泉利用の促

進
　周産期医療にかかる医師不足に対応
するため、独自の医師確保対策である
修学資金等貸与事業を実施します。ま
た、「（仮称）総合保健センター」の建設
に着手するとともに、特定健診やがん
検診等の受診率の向上、「あいそめの
湯」の温泉活用など健康づくり事業を
更に推進します。
　生活困窮者に対する支援、災害時の
要援護者登録制度による「住民支え合
いマップづくり」の推進及び「障害者基
本計画」に基づく障害者への支援体制
の整備と強化などを図ります。
　第４期「上田市高齢者福祉総合計画」
に基づき、安心した長寿社会づくりに
取り組みます。
　介護保険や国民健康保険制度などの
健全な財政運営の確保を図ります。

健康福祉部

20年度重点目標と評価
１　少子化対策及び次世代育成

支援施策の推進 ○

２　保育サービスの充実と公立
保育園等運営計画の策定 ○

３　多様化する子育て家庭への
支援 ○

４　子どもたちの健全な育成に
配慮したきめ細かな支援の
充実

○

５　保育料の収納率の向上 △

21年度重点目標

１　少子化対策の充実と次世代育成支
援後期行動計画の策定

２　保育サービスの充実
３　多様化する子育て家庭への支援
４　公立保育園等運営計画の策定
５　支援を必要とする子どもたちへの

きめ細かな施策の充実
　次代を担う子どもたちが健やかに生
まれ、育成される環境をつくるため、
家庭、学校、地域、行政、企業などが
一体となって次世代育成支援行動計画
を推進する取り組みを進めます。あわ
せて、平成22～26年度の後期計画を
策定します。
　子育ての悩みや不安を解消し、支援
を継続するために、今年度建設予定の
「（仮称）総合保健センター」内に、「子
育て支援センター」や「発達相談セン
ター」を整備します。
　長時間保育や一時保育、病児保育な
どの保育サービスの充実と多子世帯の
経済的な負担軽減を図ります。また、
保育検討委員会において、保育関係者
や公募委員などの有識者により保育行
政のあるべき姿を検討し、運営計画と
してまとめます。

こども未来部

20年度重点目標と評価
１　中心市街地の個性と活力の

創出 ○

２　協働による戦略的観光施策
の展開 ○

３　中小企業支援の充実と更な
る産学官連携の推進 ○

４　行ってみたくなる観光施設
の創造 △

５　安心して働くことができる
環境・基盤づくり ○

21年度重点目標

１　中小企業支援
２　地域力・市民力を活用した観光施

策の展開
３　中心市街地商業の活性化
４　おもてなしの基盤整備
５　地域雇用の維持・安定と労働行政

の再構築
　経済や生活の不安解消と早期安定化
を図るため、産学官連携をより強め、
中小企業支援を積極的に行い、それぞ
れが取り得る支援策を総動員します。
　また、地域雇用の維持・安定をめざ
し、新設した雇用促進室を核として、
安心して働くことができる環境を整備
し、専門家や関係機関と連携し、事業
所と勤労者双方の視点に立った施策を
展開します。
　市のリーディング産業である観光に
ついては、「稼げる産業」をめざして、
地域力・市民力を活用した施策を推進
し、民間主体のイベント開催、観光プ
ロモーションの展開を支援します。
　また、おもてなしの基盤整備として、
各地域の観光まちづくりを支援し、地
域の魅力を高めます。

商工観光部

子育てひろば

地域雇用の維持・安定をめざして
「再就職支援セミナー」
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20年度重点目標と評価
１　地産地消の推進と安全・安

心な食の提供 ○

２　都市農村交流の推進 ○
３　次世代に引き継ぐ豊かな森

林の整備 ○

４　活気ある農業農村の保全整
備の推進 ○

５　多様な取り組みによる優良
農地の確保と農地を生かす
仕組みづくり

○

21年度重点目標

１　農業施策の基本となる「農業マス
タープラン」の策定

２　地産地消の推進と安全・安心な食
の提供

３　多様な主体の連携による遊休農地
解消と優良農地の確保

４　都市農村交流の推進
５　農業農村の生産・環境基盤の整備

促進
６　豊かな森林を未来に存続させるた

めに
　「農業振興地域整備計画」を見直し、
新たな農業マスタープランの策定を進
め、今後10年間の農業振興の方向性
と将来目標を設定します。
　地域農業に活力をもたらす大型農産
物直売所の充実や、学校給食、宿泊施
設での地元農畜産物の消費拡大を進
め、産地化と地産地消を推進します。
　また、姉妹都市などにおける農畜産
物販売を積極的に行い、ブランド力向
上とPRに努めます。
　遊休荒廃農地の解消に向けて推進体
制を整備し、取り組みを支援します。
　森林は、次世代に引き継ぐ緑の社会
資本として、地球温暖化対策にも目を
向け、間伐を積極的に実施し健全な森
林を育成するとともに、地元産材の供
給と利用促進を図ります。

農林部

20年度重点目標と評価
１　円滑な交流促進に向けた道

路網の整備 ○

２　別所線やバス等公共交通活
性化の実現 ○

３　都市のまちづくりマスター
プランの策定 △

４　安全・安心な都市環境の整
備 ○

５　快適な生活空間の創出に向
けた施設整備の促進 ○

21年度重点目標

１　円滑な交流促進に向けた道路網の
整備

２　別所線及びしなの鉄道、バスなど
の公共交通活性化の推進

３　生活快適都市をめざしたまちづく
り計画の推進

４　安全・安心な都市環境の整備
５　快適な生活空間の創出と施設整備

の推進
　国道バイパスや環状道路とそれを補
完する市道及び上田駅や上田菅平ICへ
のアクセスを容易にするための道路網
整備を推進します。また、別所線やし
なの鉄道、路線バスなどの公共交通は
住民の重要な交通手段であり、更なる
利用促進を図り、存続のための対応策
を検討します。
　生活快適都市を目指したまちづくり
計画として景観計画策定や都市計画区
域の見直しを進めます。
　災害危険箇所等の早期把握に努め、
民間住宅の耐震診断・改修、アスベス
ト対策を行い、安全・安心な都市環境
の整備を進めます。
　また、都市公園を整備し、快適な生
活空間を創出するとともに、公共建築
物のバリアフリー化や太陽光発電など
の施設整備を行います。

都市建設部

20年度重点目標と評価
１　住宅用火災警報器の設置促

進による住宅防火対策の強
化

△

２　「消防力の整備指針」に基づ
く消防力の充実強化 ○

３　消防団活動体制の整備・充
実による防災力の向上 ○

４　高度な救急・救助体制の充
実 ○

５　広域消防本部体制の一本化
の推進及び広域化の検討 △

21年度重点目標

１　住宅用火災警報器の設置義務化に
よる住宅防火対策の強化

２　高度な救急・救助体制の充実強化
３　「消防力の整備指針」に基づく消防

力の充実強化
４　消防団活動体制の整備・充実によ

る防災力の向上
５　広域消防本部体制の一本化の推進

及び広域化の検討
　住宅火災での「逃げ遅れ」を減らすた
め導入された住宅用火災警報器の設置
義務化が、６月１日から既存住宅へも
適用されますが、上田市の設置率は全
国平均を下回る状況にあります。本年
度は、指導強化の最終年度とすべく、
普及啓発活動に取り組みます。
　救急体制については、昨年度の市民
満足度調査で高い評価をいただきまし
た。本年度も、救急隊員の資質向上を
図るとともに、市民の皆さんへの応急
手当の普及啓発に努めます。
　また、消防力・防災力の強化のため、
水利施設等の整備、消防団活動体制の
整備・充実に引き続き取り組み、安全
で安心して暮らせるまちづくりに努め
ます。

消防部

特集　重点目標

地産池消の推進「菅平高原のレタス」
円滑な交流促進に向けた道路網の
整備（秋和踏入線）

住民に対する応急手当の普及啓発

�



20年度重点目標と評価
１　市民協働によるまちづくり

の推進 ○

２　地域自治センターの役割の
発揮 ○

３　健康増進型温泉地づくりの
推進 ○

４　自然環境の保全と活用の推
進 ○

５　自ら考え行動する職員とし
ての意識改革 ○

21年度重点目標

１　災害に強い安全・安心なまちづく
り

２　まるこ街なかにぎわいづくり（丸
子地域中心市街地の活性化）

３　温泉を利用した健康づくり
４　災害時の高齢者・障がい者の皆さ

んを支える、安全で安心なまちづ
くり

５　来てよかったと思われるセンター
づくり

　昨年度の市民満足度調査結果を踏ま
え「災害に強い安全・安心なまちづく
り」を最重点目標として、５項目を掲
げました。
　災害の発生を防止し、一朝ことが
あったときに被害を最小限に食い止め
ることができるような体制づくりに努
めるとともに、街なかのにぎわいづく
りや地域の宝である温泉を利用した健
康づくりなど、地域の皆さんとの協働
により取り組んでいきます。
　また、丸子地域自治センターに用事
に来られた皆さんが気持ちよく帰られ
るようなセンターづくりにも、職員一
同取り組みます。

丸子地域自治センター

20年度重点目標と評価
１　地域協議会の充実とわがま

ち魅力アップ応援事業の活
用

○

２　地域情報通信基盤の整備
（地域情報化の推進） ○

３　魅力ある菅平高原の再構築
（ブランド形成に向けて） △

４　身近な生涯学習の推進 ○
５　地域の活性化に向けた市道

整備の促進 ○

21年度重点目標

１　地域協議会活動の支援とまちづく
り方針の具体化の検討

２　魅力ある菅平高原のあり方「観光
施設整備計画」の策定

３　特色ある真田図書館建設の推進と
運営方法の検討

４　有線放送電話のあり方の検討及び
地域情報通信基盤の構築

　真田地域の美しく豊かな自然環境と
魅力ある歴史・観光資源の特色を生か
し、「心と心が通い合う」をテーマとし
たまちづくりを目指します。
　地域協議会では、「地域まちづくり
方針」に基づき、住民主体のまちづく
りに向けた調査研究を支援するととも
に、活動状況を積極的に発信します。
　また、菅平高原のブランド化を目指
し、菅平高原自然館をはじめとする観
光やスポーツ施設の整備計画を策定す
るとともに、菅平地域の情報通信基盤
を公設民営で構築し、活気に満ちた国
際スポーツリゾート地づくりを目指し
ます。
　待望の真田図書館の建設がいよいよ
始まります。真田地域の生涯学習の拠
点となる図書館づくりと市民協働によ
る運営を目指して検討を進めます。

真田地域自治センター

20年度重点目標と評価
１　辺地対策事業の導入に向け

た辺地総合整備計画の検討 ○

２　二期目となった地域協議会
の充実 ○

３　新しいごみの分別と資源物
回収方法の周知徹底 ○

４　地域資源の活用による新し
い交流・観光施策の検討 △

５　武石開発公社事業の見直し
と活性化 ○

21年度重点目標

１　公社統合に向け武石開発公社指定
管理事業の活性化

２　地域協議会の充実と活動の住民周
知

３　辺地対策事業の検討と辺地総合整
備計画の策定

４　安心で安全な子育てを支援する環
境の整備

５　市民協働による獣害対策を通じた
地域農林業の振興

　合併後４年目となり、旧市町村の事
務事業の統一を図る中で公社・事業団
の統合が大きな課題となっています。
統合に向けて経営の改善など武石開発
公社のあり方を検討します。
　地域づくりの主体となる地域協議会
活動の充実化を図るとともに、地域課
題の洗い出しや解決策を探り、よりよ
い地域づくりをめざします。
　上本入や余里など辺地整備事業債が
利用できる区域について、辺地整備計
画を策定します。
　長年の懸案である児童館が平成21
年度に建設されます。22年の開所に
向けてより良い運営や利用の仕方を子
育て団体等と協議・検討します。
　地域農業に深刻な被害を与えている
鹿やイノシシの獣害対策の自治会主体
の取り組みに援助します。

武石地域自治センター

温泉を利用した健康づくりをめざして
食・浴の秋まつり（鹿教湯温泉交流セ
ンター）

真田図書館建設予定地

市民協働による獣害防護柵の設置
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20年度重点目標と評価
１　水道局の経営強化、上下水

道料金の改定 ◎

２　安全で安心おいしい水の安
定供給 ○

３　快適な生活環境を創り、維
持します ○

４　地球環境に優しく、資源の
地域循環 ◎

21年度重点目標

１　上田市上下水道局の経営強化
２　水道ビジョンの実施、山の水を里

へ、おいしい水をより多く
３　下水道建設から維持管理の時代へ
４　塩田、川西地区の県営水道の統合

検討
５　地球温暖化防止、資源の有効利用
　「山の水を里へ、おいしい水をより
多く」として、豊かで多様な水源の融
通や運用の実現に着手し、安全のため
に老朽管の敷設替えや耐震化、鉛給水
管の敷設替えなどを進めるとともに、
残留塩素の適正管理や水質の向上維持
に努めます。
　普及率94%となった下水道事業は、
施設の維持管理に重点を置く「建設の
時代から維持管理の時代へ」転換し、
計画した管渠

きょ

の早期建設を行います。
　戸別訪問などで水洗利用家庭を増や
します。
　農業集落排水統合事業として、下組
処理場を下之郷へ統合します。
　費用とエネルギーをかけて環境に負
荷をかける方法から転換し資源として
の有効利用を進めます。
　また、収入を確保し、支出を抑制し
て再投資ができる効率的で優良な公営
企業を目指します。

上下水道局

20年度重点目標と評価
１　学ぶ意欲を育む環境ときめ

細やかな支援体制づくり ◎

２　安心で安全な教育環境の整
備 △

３　歴史や風土を今に生かした
文化芸術の振興 △

４　自分に生かし、人や地域に
生かす生涯学習の推進 ○

５　スポーツ活動への参加促進
と活動拠点づくり △

21年度重点目標

１　地域との連携による学ぶ意欲を育
む特色ある学校づくり

２　学校施設の耐震化推進と教育環境
の整備

３　文化の担い手の育成と、活用を視
野においた文化財の調査・保護

４　生涯学習を推進するための学習機
会と学習環境の拡充

５　スポーツ活動の振興とスポーツ環
境の整備

　「わかる授業、楽しい授業」実現のた
め、授業改善を進めます。また、発達
障がいや不登校、外国籍児童生徒など
への支援体制を充実し、学校支援地域
本部事業や地域のボランティア、学校
評議員制度の活用など地域と学校の連
携強化を図ります。
　学校施設の整備として、老朽校舎な
どの改築工事や耐震診断・耐震補強工
事を進め、安心・安全な教育環境づく
りを推進します。
　生涯学習環境の整備や文化・芸術・ス
ポーツの振興は、まちの活力を支える
重要な課題です。自主的な文化芸術活
動や地域スポーツクラブに支援を行う
ほか、図書館や上田城跡の整備に向け
た検討、文化の担い手育成、地域で子ど
もを育てる事業などに取り組みます。

教育委員会事務局

特集　重点目標

20年度重点目標と評価
１　適正な現金取扱の指導及び

効率的な資金運用 ○

２　財務会計事務能力の向上と
適正帳票率の向上 ◎

３　「契約等経過調書（チェック
リスト）」の導入による会計
事務の合理化・効率化

△

４　新財務会計システムの導入
の検討 △

21年度重点目標

１　適正な現金取扱の指導
２　財務会計事務能力の向上と適正帳

票率の向上
　上田市では、地方自治法の改正によ
り、平成20年度から特別職の「収入役」
が行っていた会計事務を一般職の「会
計管理者」が行うことになりました。
　公金取扱の適正化を図るため、平成
20年度は、現金取扱に関する研修を
徹底するとともに、現金取扱の窓口と
なる全課所について実地検査や指導を
行いました。適正な現金取扱事務に向
けて、平成21年度も実地検査を含め
た指導を徹底します。
　また、低金利時代ではありますが、
公金の安全かつ効率的な運用に努めま
す。
　会計事務を「正確」で「迅速」に処理す
るための研鑽

さん

に努めるとともに、公金
を取り扱う市役所職員全体の財務会計
事務能力向上のための研修等を積極的
に進め、公金の管理に万全を期します。

会計管理者組織

　 行政改革推進室　TEL22・4100（内線1932）

財務会計事務能力の向上をめざして

上田市上下水道局のマスコット
キャラクター「あかりちゃん」学ぶ意欲を育む学校づくりの推進
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再就職支援セミナーを開催
求職中の方のスキルアップを図るためマルチメディア情報センターで「仕事
に活

い

かせるパソコンセミナー（エクセル初級）」の実技研修講座を開催しまし
た。
市では多くの皆さんに知ってもらうためハローワーク上田の前でセミナー案
内文を配布しました。４月27日の第１回開催時には、15人の参加が、第２回・
５月25日には16人の参加がありました。職場で生かせる技能の習得というこ
とで、多くの皆さんから満足の声を聞いています。
第３回は６月16日に開催を予定しています。この機会に、いまや仕事に必須
のエクセルを身につけましょう。雇用保険受給中の方は求職活動として認定
されます。

地域雇用連絡会議を開催
市は、関係機関との連携により、地域雇用の維持・安定を図るため、ハロー
ワーク上田、上田キャリア交流プラザ、東信労政事務所、上田職業安定協会、
上小労働者福祉協議会の参加のもと、第３回地域雇用連絡会議を４月16日に
開催しました。
地域の雇用情勢について情報を共有化するとともに、雇用維持のための意思
統一により、今後も定期的に連絡会議を開催し、雇用の維持・安定に向けた
情報を収集し、発信していきます。

教育訓練と中小企業緊急雇用安定助成金
今回の景気後退において、雇用情勢も厳しい中、従業員の方が教育訓練を受
講して、事業所が雇用調整助成を受けることが可能になっています。
市内の商工団体との連携により、地域の事業所の従業員の方を対象とした「社
員の能力アップ基礎講座」を５月22日と29日にマルチメディア情報センター
で開催し、大勢の皆さんが参加しました。次回は６月19・28日に開催します。
講座についてのお問い合わせは、マルチメディア情報センター（TEL39・1000）
または市雇用促進室へ、雇用調整助成金についてのお問い合わせは、ハロー
ワーク上田（TEL23・8609）へお願いします。

雇用促進コーディネーターがいよいよ６月から始動！
地域の雇用の維持・安定のため、専門家である雇用促進コーディネーターが、
各事業所にお伺いし、情報提供・収集のパイプ役を担って行きますので、お
気軽にご相談ください。

　 雇用促進室　TEL22・4100（内線1405・1406）
�



変
え
て
い
こ
う「
知
っ
て
い
る
」か
ら「
し
て
い
る
」へ

６月は環境月間です
　６月５日は環境の日です。これは、ストック
ホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念
して定められたもので、日本では、平成５年に
制定された「環境基本法」で「環境の日」を定めて
います。
　また、６月の１か月を環境月間として、環境
問題について関心と理解を深めるための期間と
しています。
　上田市においては、平成20年３月に上田市
環境基本計画を策定し、市民と事業所、行政が
それぞれの役割を担いながら環境保全への取り
組みをしています。
○ 新エネルギーの活用（太陽光や太陽熱など）
○ バイオマス（動植物などの生物資源）利活用
　の検討
○ 省エネルギーの推進
○ 廃棄物の排出を抑制
　地域の自然を守り、育み、そして後世に残し
ていくことは、現在を生きる私たちの責務です。
上田市が誇る豊かな自然環境を守り、創造して
いきましょう。

（
平
成
20
年
度
信
州
豊
か
な
環
境
づ
く
り
県
民
会
議
募
集
標
語
中
学
生
の
部
最
優
秀
作
品
）

　 生活環境課　TEL23・5120

城下小学校太陽光発電

打ち水大作戦（上田駅前）

マイバック持参啓発活動

新エネルギーについて考えてみませんか。
うえだ環境市民会議総会
記念講演会

環境を守る活動を実践している市民団体「うえだ環境市民会議」では、各プロジェ
クトチームで、様々な環境に関する取り組みをしています。総会にあわせて講演
会を開催しますので、ぜひご参加ください（会員は随時募集しています）。
日　時 　６月13日㈯午後１時30分～３時
場　所 　上田創造館２階コミュニティホール
演　題 　｢新エネルギーの今後について｣
講　師 　平島安人氏（長野県地球温暖化防止活動推進員）
参加費 　無料（どなたでも受講できます）
申し込み 　電話で生活環境課へ。

家庭版ISO「うえだエコ隊」で
家庭環境チェック！

「うえだエコ隊」の任務は、指定の環境家計簿をつけて、節電、節水、ごみの減量
などに取り組み、二酸化炭素の排出量を減らすことです。
６か月（７～12月）取り組み、記入した環境家計簿を生活環境課にお持ちくださ
い。「うえだエコ隊」の努力の積み重ねに対して、認定証を発行します。
わずかな気遣いで大きな効果が得られます。家計の節約にもつながりますので、
気軽に楽しく取り組んでみませんか。
参加希望者は６月22日㈪までに生活環境課へお申し込みください。
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　市民の夏祭り「上田わっしょい」に参加する「連」
を募集します。
　真夏の夜に大勢の皆さんと爽

そう
快
かい
な汗を流してみ

ませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

募集内容  「踊り連」「みこし連」「太鼓連」
 自治会、職場、グループなどで参加希望の方は、必要事項を記

入のうえ、はがき（〒386-8601／住所不要）、FAX（23・7355）、
Ｅメール（kanko@city.ueda.nagano.jp）などでお申し込みくだ
さい。応募用紙は、上田市ホームページからも取得できます。

締め切り  ６月12日㈮必着
応募上の注意  
○「踊り連」／参加形態の「正調」または「オリジナル（創作）」のいずれの踊

り方かを必ず明記してください。なお、「踊り連」での参加
には灯ろうが必要です。お持ちでない連は購入（8,000円）
するか、レンタル（1,000円）してください（ろうそく・和紙
は別途実費負担800円）。また、連を統率する責任者２名は
「勤番はっぴ」を着用していただきます。お持ちでない連は、
こちらも購入（１枚8,000円）か、レンタル（１枚500円）して
ください。

○「踊り＆衣装コンテスト」／希望する連に限り審査を行い、表彰します。また、正調の踊りを練習
　　　　　　　したい方にはビデオを貸し出します。お気軽にお問い合わせください。

　上田わっしょい実行委員会事務局（ 観光課内）　TEL23・5408

日　時  ９月12日㈯午後４時開演（３時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
チケット  ５月30日㈯午前10時販売開始
 全席指定　前売り5,500円（当日6,000円）
　丸子文化会館　TEL42・0001

チェンミン C
コンサート

ONCERT T
ツアー

OUR 2009
セレスホールイベント情報

　上海出身の二胡奏者・チェンミンの癒
いや
しのステージをお楽しみください。

上田を盛り上げていこう!!
７月25日㈯開催　
「第38回上田わっしょい」参加連を大募集

申し込みの際の必要事項（応募用紙と同様の内容）
１ 連    名 「                 　　　　　　　                              」

２ 参加形態 ・踊り（ 正 調・ オリジナル(創作) ）
・みこし　　　・ 太  鼓

３ 参加人数
         

大人（中学生以上）　　　 名
小学生以下　　　　　　 名　　計　　　名

４ 連絡先    団体・会社・学校名等（　　　　　　　　　）
代表者氏名   

住所（郵便番号からお願いします） 
〒

電  話    　　　                FAX
携  帯
電子メールアドレス

 5 その他
「踊り」参加連
のみ

・連灯ろう　　ある・ない（購入・レンタル）

・勤番はっぴ　ある・ない
　｛購入（　）枚・レンタル（　）枚｝（２枚必要）             

・踊り＆衣装コンテスト
　参加する・参加しない
(希望の連のみ、踊りの中で審査します)

　ダウン症のピアニスト越
お
智
ち
章
あき
仁
ひと
さんによるピアノコンサート。

　オリジナルアルバム、「Fly to the sky」の収録曲の演奏とその母、智子さんのお話「障害者の
息子と共に」。上田地域で活動しているバリアフリーの合唱団、コールレインボーによる「まあ
るいいのち」などの合唱もお楽しみください。

日　時  ６月20日㈯午後１時30分開演 場　所 　中央公民館３階大会議室
入場料  500円（小学生以下無料） プレイガイド 　琴光堂、平安堂上田店、東御市サンテラスホール
　ハートフェルト事務局　TEL090・7417・1259

越智章仁 ピアノコンサート ～心の花束～
平成21年度上田市わがまち魅力アップ応援事業

報
ぴ
っ
く
あ
っ
ぷ

情
INFORMATIONPICK UP

��



主役はあなたです
第25回真田まつり　ステージイベントの参加者を募集

　特設野外ステージで、自慢のパフォーマンスを披露し
てみませんか。

日　時  ８月１日㈯午後（詳細は後日打ち合わせ）
場　所  真田運動公園特設野外ステージ
対　象  ジャンル・年齢は問いません。
定　員  約10グループ（応募者多数の場合は抽選）
参加費  無料
応募締切  ７月３日㈮必着
　 産業観光課　TEL72・2204

　「頑張る商店街」を応援するため、市が今年度新たに設けた補助制度です。

頑張る商店街をバックアップ
商店街へのテナント出店支援事業補助金の利用者を募集！

補助制度（２種類）

①
対象者

商店街振興組合などが当該商店街の空き店舗に誘致した出店事業者
（卸売業、サービス業及び小売業。ただし風営法等規制除く）。　

対象経費 出店に係る改修・改築に要する経費。
補助率など １/３以内。限度額300万円。

②
対象者 ①の出店事業者に対し家賃補助を行う商店街振興組合など。
対象経費 家賃補助額の６か月分。
補助率など １/２以内。限度額100万円。

その他  事前に商工課にご相談ください。
　 商工課　TEL23・5396

子育て中のお母さんを応援！
上田エリア子育て情報誌 「ままっぷ」をご活用ください
　「ままっぷ」を創刊して一年。平成20年度「わがまち魅力アップ応
援事業」に採択され第２号が出版となりました。市内にある屋内広
場の特集をはじめ、子育て応援施設やサークル紹介、お母さんたち
の知恵袋など、子育て中のお母さんを応援したい気持ちがいっぱい
詰め込まれた１冊です。市内の各子育て支援センター、清明児童ク
ラブなどに置いてありますので、ぜひ一度手に取ってみてください
（１冊300円／活動協力費として）。
　また、「ままっぷ」を置いていただけるお店なども募集しています。
　With：mom（代表／大塚）　TEL080・3390・6094

大塚いづみさん
情報提供者も編集スタッフも現役子育
て中。厳しい子育て環境の中でお母さ
んたちの息抜きになる情報誌であれば
いいなあと思います。

NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ

��
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お
知
ら
せ

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

一
瞬
に
し
て
生
命
や
財
産
を
奪
っ
て
し

ま
う
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ

な
ど
の
土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長
雨

や
大
雨
、
雪
解
け
が
引
き
金
と
な
っ
て
発

生
し
て
い
ま
す
。
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、

土
砂
災
害
に
備
え
て
、
家
の
周
り
の
危
険

箇
所
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ

れ
た
と
き
は
、
い
つ
土
砂
災
害
が
お
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、「
急
に
川
の
水
が
黒
く
濁
る
」「
山
鳴

り
が
す
る
」「
裏
山
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
と
小
石

が
落
ち
て
い
る
」な
ど
、
異
常
な
状
況
を

発
見
し
た
場
合
や
、
危
な
い
と
感
じ
た
と

き
は
た
め
ら
わ
ず
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
量
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
長

野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
砂
防
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」、
携
帯
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

http://133.105.11.45/index.htm
l

●
ｉ
モ
ー
ド

　

http://133.105.11.45/i/

●
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

　

http://133.105.11.45/v/

●Ezw
eb

用

　

http://133.105.11.45/e/

　

平
成
21
年
３
月
に
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
上
田
地
域
は「
土
砂
災
害
警
戒

区
域
」「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

危
機
管
理
室　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
（
内
線
１
２
０
５
・
１
２
０
８
）

市
・
県
民
税
が

公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

　

市
・
県
民
税
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ

れ
る
特
別
徴
収
制
度
が
、
10
月
支
給
分
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
第
１
期（
６
月
）と
第
２

期（
８
月
）は
、
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
る
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

対
象
は
、
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の

年
金
受
給
者
で
、
前
年
の
年
金
所
得
に
対

す
る
市
・
県
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
り
、

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
年
金
受
給
者
の
方
の
納

税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、
新
た
な
税

負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
市
・
県
民
税

は
、年
金
所
得
に
対
し
て
計
算
さ
れ
た
市
・

県
民
税
分
だ
け
で
、
給
与
な
ど
年
金
以
外

の
所
得
に
対
す
る
市
・
県
民
税
は
、
今
ま

で
ど
お
り
給
与
か
ら
の
天
引
き
や
現
金
納

付
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
年
金
所
得
も
合
算
し
て

給
与
か
ら
市
・
県
民
税
が
引
か
れ
て
い
た

65
歳
未
満
の
方
の
、
年
金
所
得
に
対
す
る

市
・
県
民
税
分
に
つ
い
て
も
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
へ
転
出
、
税
額
の
変
更
、

年
金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

は
、
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
が
で
き
な

く
な
り
、
現
金
納
付
、
ま
た
は
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
６
月
中
旬
に
お
送
り
す
る
平

成
21
年
度
市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録･

狂
犬
病
予
防
注
射

　

４
・
５
月
に
行
っ
た
春
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
て
い
な
い
生
後
91
日
以
上
の

飼
犬
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
年
１
回
の

接
種
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
上
田
地
域

●
期
日　

６
月
21
日
㈰

●
場
所
／
時
間　

上
野
が
丘
公
民
館
／
午

前
８
時
50
分
〜
９
時
20
分
、
上
田
合
同

庁
舎
正
面
玄
関
前
／
午
前
９
時
40
分
〜

10
時
30
分
、
塩
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

／
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

◇
丸
子
地
域

●
期
日　

７
月
５
日
㈰

●
場
所
／
時
間　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
庁
舎
前
駐
車
場
／
午
前
８
時
30
分

〜
９
時

●
費
用　

新
規
登
録
６
２
２
０
円（
注
射

　

料
含
む
）、
登
録
済
の
場
合
は
３
２
２

　

０
円

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

不
要
に
な
っ
た
学
用
品
を

お
譲
り
く
だ
さ
い

　

上
田
市
で
は
、
集
中
日
本
語
教
室「
虹

の
か
け
は
し
」に
通
室
し
て
い
る
、
外
国

籍
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
不
要
と

な
っ
た
学
用
品
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

ご
家
庭
に
使
用
し
な
く
な
っ
た
ラ
ン
ド

セ
ル
や
楽
器（
ピ
ア
ニ
カ
や
リ
コ
ー
ダ
ー

な
ど
）が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校
教
育
課

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
な

ど
、
状
態
に
よ
っ
て
は
提
供
を
お
断
り

今
月
の
表
紙

　５月10日、真夏のような太陽の
下、「真田地域体育祭」が開催され
ました。長、傍陽、本原の３村合
併の翌々年、昭和35年から行われ、
50回目を迎えた今大会は真田公民
館32分館から1,800人が参加しま
した。大きな布の筒に男女ペア
で入って走る「なかよしパンツリ
レー」など、だれもが楽しく競え
るプログラムが続きましたが、最
終競技、５本の綱を40人で奪い合
う「五色綱引き」では、各チーム芝
生の上を引きずられながらも食ら
いつく真剣勝負を繰り広げ、大歓
声を受けていました。

祝50歳！ 真田地域の体育祭

��
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
か
け
ゆ
が

臨
時
休
館

　

施
設
改
修
工
事
の
た
め
６
月
19
日
㈮
〜

30
日
㈫
の
間
、
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
が

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

鹿
教
湯
健
康
セ
ン
タ
ー
ク
ア
ハ
ウ
ス

か
け
ゆ　

TEL
44
・
２
１
３
１

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

投
票
日
は
７
月
12
日
㈰

　

任
期
満
了
に
よ
る
上
田
市
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
の
告
示
は
、７
月
５
日
㈰
、

投
票
日
は
７
月
12
日
㈰
で
す
。

●
投
票
で
き
る
方　

農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
７
月
12
日
㈰

の
投
票
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

方
◇
立
候
補
届
出
手
続
説
明
会

●
日
時　

６
月
23
日
㈫
午
前
10
時
〜

●
場
所（
対
象
選
挙
区
分
）　

上
田
市
民
会

館
２
階
大
会
議
室（
第
１
〜
４
区
／
上

田
地
域
）、
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

（
第
５
〜
６
区
／
丸
子
地
域
）、
真
田
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
（
第
７
区
／
真
田
地

域
）、
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
（
第

８
区
／
武
石
地
域
）

●
そ
の
他　

出
席
で
き
る
の
は
、
１
立
候

補
予
定
者
に
つ
き
２
人
以
内

◇
立
候
補
の
届
出

●
日
時　

７
月
５
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

●
届
出
場
所　

上
田
地
域
／
福
祉
会
館
、

丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
／
各
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
５
４
３
８

山
本
鼎
版
画
大
賞
展

受
賞
作
コ
ー
ナ
ー
を
常
設

　

平
成
11
年
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
で
第
４

回
目
を
迎
え
た「
山
本
鼎
版
画
大
賞
展
」。

こ
れ
ま
で
記
念
館
で
は
、
大
賞
・
準
大
賞

作
品
の
合
計
12
点
を
買
い
上
げ
、
所
蔵
作

品
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
い
ず
れ
も
、
山
本
鼎
が
行
っ
た「
創
作

版
画
」運
動
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
と
同
時

に
、
現
代
的
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
、
み
ず
み

ず
し
い
感
性
で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
山
本
鼎
の
作
品
と
あ
わ
せ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
午
後
４
時
30
分
入
館
締
め
切
り
）

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

●
入
場
料　

一
般
２
５
０
円
、
高
校
・
大

学
生
１
８
０
円
、
小
中
学
生
60
円（
市

内
の
小
中
、
高
校
生
は
無
料
）

●
休
館
日　

水
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

（
８
〜
10
月
は
無
休
）

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

歯
周
疾
患
検
診
指
定

医
療
機
関
の
名
称
変
更

　

４
月
中
旬
に
、
今
年
度
歯
周
疾
患
検
診

対
象
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
し
た
検
診
ご
案

内
は
が
き
の
中
で
、
一
部
の
指
定
医
療
機

関
で
名
称
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

（
変
更
前
）正
村
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
変
更
後
）イ
ル
カ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

場
所
、
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

国
民
宿
舎
鹿
月
荘

臨
時
休
館

　

館
内
修
繕
工
事
の
た
め
６
月
21
日
㈰
〜

26
日
㈮
の
６
日
間
、
休
館
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

国
民
宿
舎
鹿
月
荘　

　
　

TEL
44
・
２
２
０
６

お知らせ

健康づくり事業に参加して
スタンプラリーに参加しよう！
　上田市では、市民の皆さんの健康づくりをサポー
トするため、市民総合健康づくり計画「ひと・まち
げんき健康うえだ21」に基づき、毎月一つ健康づく
りのテーマを決めて「毎月21日は市民健康づくりの
日」事業を展開しています。今年度５月から、より
多くの市民の皆さんに楽しく健康づくりに取り組ん
でいただくため、スタンプラリーを開始しました。
あなたも参加してみませんか。
◇スタンプラリー参加方法　
　健康情報のチラシについている半券や、対象事業
の講演会などに参加してもらえるスタンプを専用
スタンプ台紙に集めましょう。６つ集め、上田・
丸子・真田・武石いずれかの保健（健康）センター
に持参いただくと、先着で500名の方に参加賞と
して健康づくりに役立つ粗品を贈呈します。また、
応募者の中から抽選で10名の方に上田市特産品が
当たります。

◇上半期の開催事業（予定）　
　６月／こころの健康づくり・リラックスセミナー、
７月／安心して医療サービスが受けられる地域づ
くり、８月／健康づくりの健（検）診を！、９月／
親と子の健康づくり、10月／ウォーキングで健康
づくり

　スタンプ台紙・健康情報チラシは、各保健（健康）
センター・各公民館・高齢者福祉センター・別所温
泉あいそめの湯・真田温泉ふれあいさなだ館・武石
温泉うつくしの湯・アクアプラザ上田・クアハウス
かけゆに設置してあります。
　詳しくは、上田市ホームページをご覧いただくか、
健康推進課へお問い合わせください。
●応募締切　平成22年３月23日㈫必着
　 健康推進課　TEL28･7123

��



In
fo
rm
a
tio
n
 A
 L
a
 C
a
rte

Information A La Carte情報あ･ら･かると

所
得
証
明
書
と
納
税
証
明
書

発
行
を
休
止
し
ま
す

　

６
月
13
日
㈯
終
日
、
シ
ス
テ
ム
点
検
の

た
め
、
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の
所

得
証
明
書
と
納
税
証
明
書
の
発
行
を
休
止

し
ま
す
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

　
　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
１
７

　
　

税
務
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
１
５

　
　

情
報
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

女
性
の
た
め
の
暮
ら
し
の

中
の
悩
み
ご
と
相
談
所

　

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
女
性
に
対
す
る

暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
同
士
の
い
じ

め
、
家
庭
内
の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

６
月
25
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）　

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

催
し

第
21
回
上
田
文
芸
祭

●
日
時　

展
示
／
６
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
舞
台
／
６
月

14
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

展
示
／
中
央
公
民
館
、
舞
台
／

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
容　

展
示
／
華
道
・
絵
画
・
着
装
・

水
墨
画
・
書
道
・
茶
道
、舞
台
／
大
正
琴
・

バ
レ
エ
・
民
謡
・
歌
謡
・
和
太
鼓
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・
吟
詠
・
か
っ
ぽ
れ
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
仕
舞
・
民
踊
・
三
曲
・
ダ
ン
ス
。

●
入
場
料　

無
料（
茶
室
あ
り
）

　

上
田
市
文
化
芸
術
協
会
事
務
局

　
　
（

文
化
振
興
課
内
）

　
　

TEL
23
・
６
３
６
１

海
野
町
ほ
き
ぼ
き
野
菜
市

　
「
新
鮮
・
安
全
・
ま
ご
こ
ろ
・
ふ
れ
あ
い
」

を
テ
ー
マ
に
毎
年
開
催
し
て
い
る「
海
野

町
ほ
き
ぼ
き
野
菜
市
」は
今
年
で
17
年
目
。

「
ほ
き
ぼ
き
」と
は
新
鮮
、
み
ず
み
ず
し
い

と
い
う
方
言
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
地
元

農
家
の
皆
さ
ん
が
収
穫
し
た
ば
か
り
の
野

菜
、
果
物
、
花
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

30
分
で
完
売
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
２
時
開
催

（
12
月
17
日
ま
で
）

●
場
所　

海
野
町
会
館
１
階
ホ
ー
ル

　

海
野
町
商
店
街
振
興
組
合

　
　

TEL
22
・
９
３
０
１

第
５
回
信
州
上
田
本
町
祭

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
＆
青
空
酒
場

●
日
時　

６
月
13
日
㈯
午
後
４
時
30
分
〜

●
場
所　

本
町
通
り

●
内
容　

特
設
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
／
本
町
自

慢
の
逸
品
料
理（
焼
き
と
り
・
と
ん
か

つ
・
寿
司
な
ど
）、
イ
ベ
ン
ト
／
大
道

芸（
午
後
６
時
30
分
〜
）・
ス
ィ
ー
ツ
・

利
き
酒
・
ぽ
け
っ
と
の
手
作
り
品
販
売
・

真
田
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
、
魔
法
使
い
ア

キ
ッ
ト
の
大
道
芸（
午
後
４
時
30
分
か

ら
上
田
映
劇
横
に
て
、
入
場
無
料
）

◇
本
町
祭
恒
例
ラ
イ
ブ「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
番
外
編
／
本
町
寄
席
」

●
日
時　

６
月
12
日
㈮
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
映
劇

●
チ
ケ
ッ
ト　

全
席
自
由
／
３
５
０
０
円

（
前
売
り
特
典
は
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

＜広告欄＞

お知らせ

宮沢さんが関東管区
行政評価局長表彰状を
受賞
　平成13年から行政相談委員とし
て活躍している宮沢由

よし
曻
のり
さん（下

之条）が、国民の行政に対する苦情の解決に尽力さ
れたとして、このほど平成21年度の関東管区行政評
価局長表彰状を受賞しました。
　 生活環境課　TEL22･4140

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

う
え
だ
見
聞
録

　

上
田
映
劇　
　
　

TEL
22
・
０
２
６
９

　
　

事
務
局（
坂
井
）　

TEL
22
・
５
６
２
５

　
　

乳
児
院
の
母
と
子
の
集
い

　

大
人
気
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
た

り
、
手
作
り
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
18
日
㈭
午
前
９
時
15
分
〜

11
時

●
場
所　

乳
児
院（
産
院
の
西
隣
り
）

●
定
員　

先
着
10
組

●
対
象　

６
〜
24
か
月
児
と
そ
の
保
護
者

●
申
し
込
み　

６
月
12
日
㈮
〜
16
日
㈫
の

午
前
９
時
〜
11
時
に
、
電
話
で
乳
児
院

へ
。

　

乳
児
院　

TEL
27
・
４
４
０
８

　

い
に
し
え
の
丘
公
園（
下
之
郷
）一
帯
に
は

他お
さ

田だ

塚づ
か

古
墳
、
塚
穴
原
第
一
号
古
墳
、
同
第

二
号
古
墳
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
古
墳
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
と
い
う
と「
前
方
後

円
墳
」が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
円
墳
と
呼
ば
れ
る
丸
く
小
高
い
丘
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

他
田
塚
古
墳
は
直
径
が
約
18
ｍ
、
高
さ
が

４
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
土
盛
の
中
に
は
遺
体
を
埋

葬
し
た
石
室
が
あ
り
ま
す
。
石
を
積
ん
で
作

ら
れ
た
長
方
形
の
部
屋
で
、
遺
体
と
と
も
に

様
々
な
副
葬
品
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
発
掘

調
査
で
は
、
人
骨
を
は
じ
め
、
刀
や
壺つ
ぼ

、
勾ま
が

玉た
ま

、
首
飾
り
な
ど
の
ほ
か
、
馬
の
轡く
つ
わ

が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
古
墳
が
造
ら
れ
た
７
世
紀
前

半
に
は
、
上
田
周
辺
で
も
す
で
に
馬
を
飼
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

塚
穴
原
第
一
号
古
墳
は
直
径
約
21
ｍ
、
高

さ
約
３
ｍ
で
、
塩
田
平
で
は
最
大
の
古
墳
で

す
。
石
室
か
ら
は
５
体
以
上
の
人
骨
が
発
見

さ
れ
、
有
力
者
と
そ
の
家
族
が
葬
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
壺
な
ど
の
土
器
の
ほ

か
、
鉄
剣
や
耳
飾
り
、
首
飾
り
な
ど
が
出
土

し
、
こ
の
古
墳
で
も
轡
と
鞍く
ら

が
出
土
し
て
い

ま
す
。
当
時
の
人
が
馬
を
巧
み
に
走
ら
せ
て

い
た
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
な
お
、
出

土
品
な
ど
か
ら
、
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
は
６

世
紀
後
半
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
の
古
墳
は
有
力
な
豪
族
の
墓
で
あ

り
、
上
田
地
域
の
古
代
史
を
解
明
す
る
う
え

で
、
と
て
も
重
要
な
古
墳
で
す
。

い
に
し
え
の
丘
公
園
の
古
墳
群

（
他
田
塚
古
墳
・
塚
穴
原
第
一
号
古
墳
ほ
か
）

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

＜広告欄＞

いにしえの丘公園

旧宣教師館

マルチメディア
情報センター

工科短大前

自然運動公園
プール

３つの古墳は
公園の中にあ
ります

他田塚古墳

��
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岩
崎
信
子
朗
読
の
夕
べ
Ⅴ

ギ
タ
ー
演
奏
・
尾
尻
雅
弘

　

生
誕
１
０
０
年
・
太
宰
治
の
代
表
作「
魚

服
記
」、
堀
辰
雄「
美
し
い
村
」の
朗
読
。
ギ

タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈯
午
後
６
時
開
場

（
６
時
30
分
開
演
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

岩
崎
信
子
氏（
游
話
舎
代
表
・

元
信
越
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
尾
尻

雅
弘
氏（
ク
ラ
シ
カ
ル
ギ
タ
ー
奏
者
）

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

前
売
り
一
般
１
０
０
０
円
、

当
日
１
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

●
申
し
込
み　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

　

宮
原
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
18
日
㈭
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
入
館
料
必
要
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

菜
の
花
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
大
型
絵

本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

初
夏
の
高
原
と

自
然
を
楽
し
む
会

　

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
焼
山
牧
場

を
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
説
明
で
散
策

し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

美
ヶ
原
高
原（
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
〜
焼
山
牧
場
内
往
復
）

●
対
象　

一
般
・
親
子
連
れ

●
定
員　

先
着
25
名

●
費
用　

２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

●
持
ち
物　

登
山
が
で
き
る
服
装
、履
物
、

雨
具
、
防
寒
着

●
申
し
込
み　

６
月
13
日
㈯
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
０
２
６
３
・
31
・
２
８
０
７　

　
　

FAX
０
２
６
３
・
31
・
２
２
９
０

講
座
・
教
室

「
信
州
上
田
偉
人
伝
」講
座

（
第
１
期
第
２
部
）

　

上
田
市
出
身
ま
た
は
ゆ
か
り
の
人
物

で
、
国
内
外
で
活
躍
し
た
先
達
者
を
テ
ー

マ
に
、
人
物
像
や
業
績
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

●
期
日
／
講
座
テ
ー
マ
／
講
師　

①
６
月

26
日
㈮
／
山
極
勝
三
郎
〜
世
界
初
！
人

工
ガ
ン
発
生
に
成
功
し
た
医
学
博
士
〜

／
石
川
好
一
氏（
東
信
史
学
会
会
員
）、

②
７
月
７
日
㈫
／
加
舎
白
雄
〜
蕪
村
と

並
ぶ
江
戸
後
期
の
俳
人
〜
／
窪
田
英
治

氏（
俳
文
学
会
会
員
）、
③
７
月
21
日
㈫

／
伊
藤
松
宇
〜
旧
丸
子
町
出
身
で
明
治

期
か
ら
活
躍
し
た
俳
人
〜
／
窪
田
英
治

氏（
俳
文
学
会
会
員
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
ご
ろ

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

＜広告欄＞

お知らせ

定額給付金の給付申請を
お忘れになっていませんか
　定額給付金は全世帯に給付されます。給付申請書の提出
がお済でない方は、申請をお願いします。
　給付申請書をご提出いただかないと、定額給付金を給付
できませんのでご注意ください。
　なお、申請書の提出から給付までに、１か月程度かかり
ますのでご了承ください。
　詳しくは、定額給付金事務局までお問い合わせください。
　 定額給付金事務局　TEL22･4100（内線1885）
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明
日
を
ひ
ら
い
た
上
田
の
人
々

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

●
定
員　

先
着
50
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

６
月
８
日
㈪
以
降
に
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

第
３
回
腹
話
術
講
座

　

腹
話
術
の
基
礎
の
ほ
か
、
希
望
者
に
は

人
形
劇
な
ど
で
頭
に
か
ぶ
る
黒
ず
き
ん
の

作
り
方
も
教
え
ま
す
。

●
日
時　

６
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

竹
田
貴
一
氏（
日
本
腹
話
術
師

協
会
会
員
）

●
持
ち
物　

パ
ペ
ッ
ト
人
形（
な
け
れ
ば

指
人
形
）、
割
り
ば
し
、
手
鏡
、
筆
記

用
具

●
定
員　

30
名（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

●
参
加
費　

資
料
代
と
し
て
１
人
５
０
０

円（
親
子
の
場
合
８
０
０
円
）、
黒
ず
き

ん
材
料
代
別
途
５
０
０
円（
必
要
な
方

は
申
し
込
み
時
に
注
文
し
て
く
だ
さ

い
）

●
申
し
込
み　

６
月
５
日
㈮
以
降
、
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

　

皆
さ
ん
は
、
上
田
橋
か
ら
２
０
０
ｍ
程
上
流
の
千
曲
川

左
岸
の
堤
防
道
路
沿
い
に
白
い
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
塔
が

ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
地
元
で
は「
嗚あ

呼あ

小
菅
訓
導
碑
」と
い
う
殉
職
記

念
碑
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
菅
は
姓
名
、
訓
導
と

は
戦
前
の
尋
常
小
学
校
な
ど
の
正
規
教
員
の
職
の
ひ
と
つ

で
す
。
今
な
ら
、
小
菅
先
生
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
小
菅
先
生
の
碑
は
ど
の
よ
う
な
経
過
で
建
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
菅
訓
導
、
本
名
・
小
菅
武
夫
は
、
明
治
40
年（
１
７

０
９
）に
上
田
市
木
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
第
一
銀

行
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
昭
和
３
年
１
月
に
病
を
患
い
、

銀
行
を
退
い
て
療
養
の
た
め
上
田
に
帰
郷
。
そ
の
後
、
昭

和
４
年
に
上
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
代
用
教
員
と
し
て
再

出
発
を
し
、
熱
心
に
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

昭
和
４
年
４
月
24
日
の
学
校
行
事
で

須す

川が
わ

、
鴻こ
う

の
巣す

方
面
へ
春
の
遠
足
に

行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
解
散
後
、

雨
模
様
の
天
候
と
な
り
、
千
曲
川
堤
防

上
を
歩
い
て
い
た
児
童
た
ち
の
一
部
が

上
田
電
鉄
の
鉄
橋
の
上
方
50
ｍ
の
仮
の

橋
を
渡
り
始
め
ま
し
た
。
近
く
に
い
た

小
菅
は
驚
い
て「
狭
い
橋
は
危
な
い
ぞ
」

と
言
っ
て
止
め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く
一
人
の

児
童
が
足
を
踏
み
外
し
て
川
の
中
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し

た
。
小
菅
は
児
童
を
助
け
よ
う
と
川
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。
よ
う
や
く
捕
ま
え
る
も
、
児
童
が
夢
中
で
し
が
み
つ

い
た
た
め
、
二
人
は
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小

菅
は
、
後
か
ら
泳
ぎ
着
い
た
恩
田
訓
導
に「
頼
む
」と
叫
び

な
が
ら
川
の
中
に
沈
ん
で
い
き
ま
し
た
。
雨
降
り
の
暗
い

夜
、
警
察
や
消
防
な
ど
大
勢
で
一
晩
中
探
し
ま
し
た
が
小

菅
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
日
、
学
校
職
員
14
名

が
川
の
中
で
探
し
あ
て
た
小
菅
は
、
極
め
て
平
安
な
面お
も

持も

ち
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
人
の
児
童
を
救
お
う
と
し
て
殉
職
し

た
小
菅
武
夫
の
校
葬
が
同
年
５
月
４
日
に
行
わ
れ
、
弔
旗

を
掲
げ
全
市
民
が
弔
意
を
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
昭

和
５
年
11
月
に
は
、
市
長
・
小
学
校
長
会
・
市
内
の
三
新

聞
社
の
発
案
で
、
遭
難
現
場
に
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

小
こ

菅
すげ

　武
たけ

夫
お

（1907～1929）

人間愛・教育愛に殉じた教育者

＜広告欄＞

こ
の
度
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
上
田
人
物
伝
」（http://m

useum
.um
ic.jp/jinbutu/

）を
掲
載
し

ま
し
た
。
今
ま
で
、
広
報
う
え
だ
で
紹
介
し
た
人
物
を
含
め
た
上

田
市
の
近
代
を
支
え
た
人
々
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

��



Information A La Carte情報あ･ら･かると
In
fo
rm
a
tio
n
 A
 L
a
 C
a
rte

信
濃
国
分
寺
資
料
館

市
民
講
座
の
受
講
者
募
集

●
期
日
／
テ
ー
マ
／
講
師　

①
６
月
21
日

㈰
／
信
濃
の
国
府
跡
推
定
地
に
つ
い

て
／
福
島
正
樹
氏（
長
野
県
立
歴
史
館

職
員
）、
②
７
月
19
日
㈰
／
日
本
古
代

史
の
謎
・
邪
馬
台
国
を
考
え
る
／
小
林

幹
男
氏（
長
野
女
子
短
期
大
学
名
誉
教

授
）、
③
９
月
27
日
㈰
／
遺
跡
か
ら
み

た
下
伊
那
地
方
の
東
山
道
推
定
路
／
市

澤
英
利
氏（
阿
智
第
三
小
学
校
長
）、
④

10
月
４
日
㈰
／
考
古
資
料
か
ら
み
た
佐

久
地
方
の
東
山
道
推
定
路
／
堤
隆
氏

（
浅
間
縄
文
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
任
学
芸

員
）、
⑤
10
月
18
日
㈰
／
下
野
国
に
お

け
る
推
定
東
山
道
／
中
山
晋
氏（
と
ち

ぎ
生
涯
学
習
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
職
員
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
講
堂

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

５
０
０
円
／
５
回
分（
当
日

徴
収
、
資
料
代
と
し
て
の
特
別
展
図
録

代
７
０
０
円
は
別
途
徴
収
）　

●
申
し
込
み　

６
月
５
日
㈮
以
降
に
、
電

話
で
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館　

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

米
粉
料
理
教
室

　

米
の
消
費
拡
大
と
米
粉
の
普
及
の
た

め
、
簡
単
に
で
き
る
米
粉
を
使
っ
た
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
30
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館
料
理
研
修
室

●
内
容　

２
・
３
品
を
作
っ
て
試
食

●
定
員　

先
着
24
名

●
参
加
料　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾き
ん

●
申
し
込
み　

６
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

普
通
救
命
講
習
会

●
日
時　

６
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時

●
場
所　

上
田
東
北
消
防
署
２
階

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
、
け
が
な
ど
へ
の
応
急
手
当
の
講
習

（
実
技
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

●
定
員　

15
名
程
度

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

６
月
25
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
最
寄
り
の
消
防
署
へ
。

　

上
田
東
北
消
防
署

　
　

TEL
36
・
０
１
１
９

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
ー
ケ
作
り

講
習
会

　

生
活
に
生
か
せ
る「
易
し
い
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ブ
ー
ケ
作
り
〜
忙
し
い
自
分
自
身
へ
の

贈
り
物
〜
」講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
26
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
20
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

関
口
よ
ね
子
氏（
勅
使
河
原
和

風
会
・
青
い
鳥
主
宰
）

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

６
月
21
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

さ
ん
か
く
講
座
・
差
別
の

な
い
社
会
を
私
た
ち
の
手
で

　
「
国
連
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」が
採
択
さ

れ
今
年
で
30
年
。そ
の
意
義
と
背
景
及
び
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
、
７
月
の「
実

施
状
況
報
告
」の
審
査
の
意
味
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

６
月
14
日
㈰
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ･

ゆ
う

●
講
師　

堀
江
ゆ
り
氏（
日
本
婦
人
団
体

連
合
会
会
長
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
参
加
無
料
）

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

高
速
道
路
交
通
安
全
講
習
会

　

ビ
デ
オ
講
習
や
高
速
道
路
の
管
制
室
の

見
学
な
ど
を
行
っ
た
後
、
屋
外
で
発
炎
筒

の
使
い
方
、
非
常
電
話
の
か
け
方
な
ど

＜広告欄＞
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In
fo
rm
a
ti
o
n
 A
 L
a
 C
a
rt
e

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

を
体
験
し
ま
す（
参
加
費
無
料
。
運
転
免

許
更
新
の
た
め
の
講
習
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

●
日
時　

７
月
23
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

30
分（
当
日
の
天
候
・
道
路
状
況
に
よ

り
中
止
の
場
合
あ
り
）

●
場
所　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
長
野
管
理

事
務
所（
長
野
市
松
代
町
／
上
田
市
の

バ
ス
で
無
料
送
迎
し
ま
す
）

●
対
象　

普
通
運
転
免
許
の
あ
る
65
歳
以

上
の
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

６
月
５
日
㈮
〜
19
日
㈮
に

生
活
環
境
課
へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

日
商
簿
記
３
級

資
格
取
得
準
備
講
座

　

中
小
企
業
、
商
店
の
経
理
事
務
、
簿
記

の
基
礎
知
識
を
学
び
、
就
職
や
転
職
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
14
日
〜
11
月
10
日
の
毎
週

火
曜
日
と
、11
月
４
日
㈬
の
全
16
回（
８

月
４
日
と
祝
日
は
休
み
）

●
時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

受
講
料
４
８
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
３
冊
で
３
９
９
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
９
日
㈫
〜
７
月
７
日

㈫
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民
プ

ラ
ザ
・
ゆ
う
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う　

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　

女
性
が
積
極
的
に
地
域
事
業
に
参
画

し
、
工
夫
と
ア
イ
デ
ィ
ア
で
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
２
つ
の
自
治

会
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
座
談
会
を
開
催

し
ま
す（
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

６
月
30
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ･

ゆ
う

●
講
師　

上
村
忠
徳
氏（
ひ
ば
り
が
丘
自

治
会
長
）、
小
宮
山
澄
江
氏（
柳
町
副
自

治
会
長
・
柳
町
ま
ち
づ
く
り
副
協
議
会

長
）

●
対
象　

地
域
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

講座・教室

市民協働の図書館づくりを考える
図書館学習会
　地域の情報・生涯学習の拠点としての図書館の機能を知り、図書館を
より魅力的なものにするための学習会「市民を支える図書館　市民が支
える図書館をめざして」を開催します（教育委員会共催／参加無料）。

＜広告欄＞

期　日 内　　　　容 場　所
６月27日㈯ 対談：市民がつくる図書館 丸子文化会館
７月11日㈯ 実演：「絵本で子育て」パネルシアターなど 真田公民館
８月29日㈯ 講演：「地域に根ざした読書活動」 武石公民館
９月12日㈯ 講演：「図書館を使った調査研究と学習活動」 真田公民館

11月28日㈯ 説明：これからの図書館サービス 上田情報
ライブラリー

12月12日㈯ 報告：上田市図書館基本構想と図書館の現状、
丸子の図書館建設について 丸子文化会館

１月23日㈯
報告：真田の図書館建設についての検討経過
パネルデスカッション：
　　　市民協働の図書館づくり

上田図書館

●時間　いずれも午後１時30分～３時30分
●講師　長野県図書館協会、読書アドバイザー、学識経験者、市民グルー

プ、図書館職員など。
●申し込み　実行委員会事務局へ（当日参加可）。詳しくは各公民館、図

書館、生涯学習課にあるチラシをご覧ください。
　上田市図書館学習会実行委員会事務局（西入）　TEL080･1002･7384

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23・5149）または株式会社日広（TEL24・1211）へ。

��
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Information A La Carte情報あ･ら･かると

自
然
の
香
り
を
楽
し
む
会

　

講
師
に
長
野
県
薬
草
指
導
員
を
迎
え

て
、
ハ
ー
ブ
の
効
用
・
楽
し
み
方
を
学
び

ま
す
。

●
日
時　

①
６
月
23
日
㈫
、
②
６
月
30
日

㈫
、
③
７
月
14
日
㈫
、
④
７
月
21
日
㈫

の
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
使
用
ハ
ー
ブ　

①
レ
モ
ン
バ
ー
ム
、
②

オ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
・
レ
モ
ン
タ
イ
ム
、

③
ミ
ン
ト
類
、
④
マ
ロ
ウ

●
対
象　

市
内
在
住
で
４
回
す
べ
て
に
参

加
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

無
料（
入
浴
す
る
方
は
入
浴

料
５
０
０
円
）

●
持
ち
物　

ビ
ニ
ー
ル
袋

●
申
し
込
み　

６
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
あ
い
そ
め
の
湯
へ（
受
付
時
間　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）。

　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯　

　
　

TEL
38
・
２
１
０
０

多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
編

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
・
生
活
・
文

化
を
知
り
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
交
流

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

●
講
師　

浅
井
美
穂
、
ル
パ
ー
ト
・
エ
ン

ラ
イ
ト
さ
ん
夫
妻（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

出
身
）

●
定
員　

30
名

●
材
料
費　

３
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

歩
い
て
学
ん
で
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

●
日
時　

６
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分

●
場
所　

あ
い
そ
め
の
湯
〜
八
木
沢　

●
内
容　

講
義
編
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効

果
・
運
動
強
度
な
ど
、実
技
編
／
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
正
し
い
歩
き
方
・
田
園
風
景

を
見
な
が
ら
歩
き
ま
す（
約
３
㎞
）

●
対
象　

20
歳
以
上
の
上
田
市
民

●
定
員　

先
着
20
名

●
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
帽
子
、
内
履
き
、
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク

●
参
加
料　

無
料（
入
浴
希
望
者
は
別
途

入
館
料
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

６
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

精
神
保
健
家
族
教
室

　

精
神
の
病
を
正
し
く
理
解
し
、
患
者
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
が
安
定
し
た
生
活
を
送

る
た
め
の
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
17
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー（
丸
子
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
階
）

●
内
容　

①
講
話「
こ
こ
ろ
の
病
気
の
理

解
と
家
族
の
対
応
」（
講
師
／
吉
田
朋
孝

氏
・
滝
沢
病
院
院
長
）、②
個
別
相
談（
予

約
制
）

●
対
象　

上
小
地
域
在
住
の
精
神
疾
患
な

ど
で
お
悩
み
の
ご
家
族

●
申
し
込
み　

６
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所（
上
田
保
健

所
）健
康
づ
く
り
支
援
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
９

第
39
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

６
月
20
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
演
題　
「
小
児
救
急
に
つ
い
て
〜
当
院

に
入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
症
例
か
ら
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

健
康
セ
ミ
ナ
ー

メ
タ
ボ
解
消
と
予
防
講
座

●
日
時　

６
月
18
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

栄
養
編
・
調
理
実
習

●
対
象　

お
お
む
ね
65
才
ま
で
の
方

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

２
０
０
円

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

募
集

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
公
募

　

上
田
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

２
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
を
行
う
。

●
応
募
方
法　

公
園
緑
地
課
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・

書
式
自
由
）を
添
え
て
、
公
園
緑
地
課

に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
締
め
切
り　

６
月
19
日
㈮

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

依
田
窪
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

●
募
集　

監
視
員
10
名
程
度
、
看
護
師
若

干
名

●
勤
務　

期
間
／
６
月
27
日
㈯
〜
８
月
30

日
㈰
、
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

��



自然の中でのびのびと･･･

　ちょっと小高い丘の上に見える三角屋根の時計台と園庭
の大きなケヤキの木･･･、それが豊殿保育園です。園庭か
らは西に遠く北アルプスが望め、北側には高速道路が走っ
ていて、散歩に出かけると素敵な「ローマン橋」が近くに見
えます。豊殿小学校の隣りに位置していることから、時々
校庭に遊びに行かせてもらい、春は満開の桜の木の下で自
然と親しんでいます。
　園のシンボルでもあるケヤキの木は園歌にも歌われ、子
どもたちからは「ケヤキのおじさん」と呼ばれ親しまれてい
ます。暑い夏には、青く茂った葉っぱが心地よい大きな木
陰を作ってくれ、炎天下でもホッとできる場を与えてくれ
ます。

豊かな自然の中で・・・

豊
殿
保
育
園

　自然に恵まれた豊殿地域は「どうくつ山」や「矢沢の森」
「大

お ひ の き

日木神社」など、子どもたちが探検したくなるような
場所がいっぱいです。ペットボトルで作った観察ケースを
持って出かけ、草花を集めたり、川に入ってカニ取りをし
たり、草原ではカナヘビ・カエル・バッタなどを捕まえた
り、とってきたおたまじゃくしの卵をカエルに育てたり、
山の斜面をよじ登っては滑り降りたりと、自然の中での原
体験を満喫しています。秋には年長・年中児で、棚田百選
にも選ばれている「稲倉の棚田」へ「かかし」を見に出かけま
す。途中、麻

あさ

蒔
まき

のりんご園の近くから下を見下ろすと、豊
殿保育園がよく見えます。坂道の多い道のりを元気に往復
できるたくましい
子どもたちです。

み
ん
な　

な
か
よ
し

５
時
、
監
視
員
／
プ
ー
ル
の
監
視
及
び

清
掃
な
ど
、
看
護
師
／
け
が
の
応
急
処

置
●
賃
金　

監
視
員
／
日
額
６
１
０
０
円
、

看
護
師
／
日
額
７
２
０
０
円

●
応
募
資
格　

原
則
と
し
て
１
日
勤
務
で

き
る
方
で
、
監
視
員
は
18
歳
以
上
の
健

康
な
方（
高
校
生
は
不
可
）。
看
護
師
は

看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

●
応
募
方
法　

６
月
15
日
㈪
ま
で
に
写
真

付
き
履
歴
書
を
上
田
市
丸
子
地
域
振
興

公
社（
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
３
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
看
護

師
へ
応
募
の
方
は
、
証
明
書（
複
写
）添

付
。

●
採
用　

履
歴
書
持
参
の
際
に
面
接
を
行

い
、
締
め
切
り
後
１
週
間
以
内
に
通
知

し
ま
す
。

　

丸
子
地
域
振
興
公
社

　
　

TEL
42
・
１
０
０
３

「
た
め
池
百
選
」候
補
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、
長
い
歴
史
を
有

し
、
農
業
用
水
の
水
源
と
し
て
農
業
の
礎

を
担
っ
て
き
た
全
国
21
万
の
た
め
池
の
中

か
ら「
た
め
池
百
選
」候
補
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
雨
の
少
な
い
上
田
地
方
に
は
多
く

の
た
め
池
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な「
た
め
池
」を
候
補
と
し
て
推
薦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
締
切　

７
月
10
日
㈮

●
応
募
方
法　

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
た
め
池
百
選
」か
ら
応
募
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

土
地
改
良
課　

TEL
23
・
５
１
２
３

学
習
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

　

外
国
籍
生
徒
に
対
す
る
日
本
語
と
教
科

の
学
習
指
導（
中
学
校
程
度
）を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

日
本
語
、
漢
字
、
作
文
、
英
語
、

数
学
、
理
科
、
社
会
の
う
ち
、
一
つ
ま

た
は
複
数
に
つ
い
て
学
習
指
導
の
で
き

る
方
。

●
活
動
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階「
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
」

●
活
動
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
昼
間
の
可

能
な
時
間

　

市
民
課　

TEL
25
・
２
６
３
１

��



四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　花
はな

咲
さか

じいさんがいるむ
ら、武石余里では、18年
ほど前から花桃の里づくり
に取り組み、昨年からは市
のわがまち魅力アップ応援
事業の採択を受け、整備を
進めています。今年は暖か
い日が続き、例年に比べ１
週間ほど早い４月下旬に花
が見ごろを迎えました。余
里自治会では、臨時駐車場
や休憩所、仮設トイレや案
内看板、売店を設置し、県
内外から大勢の花見客を迎
え、静かな里が満開の花と
多くの人でにぎわいまし
た。
　４月29日には第３回た
けしノルディックウォーキ
ング in 余里の一里花桃が、
５月３日には第５回花桃の郷ウォークが開催され、両日合わせて
130名ほどが９㎞の道のりを、美しい里山の景色を眺めながら、楽
しんでいました。
　世界でいちばんきれいな２週間を称し、今年も多くの人たちの心
を癒
いや

してくれた余里の一里花桃。余里に住む花咲じいさんたちの活
動は、花が終わった後も下草刈りや育苗などまだまだ続きます。

余
里
の
一
里
花
桃

世
界
で
い
ち
ば
ん

き
れ
い
な
２
週
間

子ども対象アートプロジェクト開催

大きいキャンパスに自由な絵
　

５
月
６
日
、
信
州
国
際
音
楽
村
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
信
州
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
２
０
０
９
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開
か
れ
、
約
１
０
０
人

の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

第
一
部「
コ
ン
サ
ー
ト
」で
歌
の
お
姉
さ
ん
と
遊
び
歌
な
ど

で
過
ご
し
た
後
、
第
二
部
は
楽
し
み
に
し
て
い
た「
絵
を
描

こ
う
」で
す
。
ロ
ビ
ー
に
用
意
さ
れ
た
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
と

縦
１
・
６
ｍ
、
横
７
ｍ
の
２
枚
の
大
き
い
布
。
こ
れ
ほ
ど
大

き
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
描
い
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
、
ロ
ー
ラ
ー
や
刷は

毛け

、
手
な
ど
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
新
生
上
田
市
発
足
３
周
年
記

念
・
信
州
国
際
音
楽
村
開
村
22
周
年
記
念「
信
州
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
２
０
０
９
」で
は
、
地
域
住
民
で
盛
り
上
げ
る
ふ
れ
あ

い
広
場
や
、
イ
ル
カ
こ
こ
ろ
ね
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
壮
大

な
絵
も
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

音
楽
村
で
は
こ
の
ほ
か
、
６
月
下
旬
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り

が
開
か
れ
ま
す
。
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四
ツ
葉

ス
ケ
ッ
チ

　

大
型
連
休
も
終
盤
の
５
月
５
日
・

こ
ど
も
の
日
。
会
場
と
な
っ
た
上
田

城
跡
公
園
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
親
子

で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は「
つ
な
げ
よ
う　

み
ん
な
で

創つ
く

る　

こ
ど
も
ま
つ
り
」を
テ
ー
マ

に
、
催
事
団
体
や
市
民
有
志
、
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
ら
で
作
る
実
行
委
員

会
が
事
前
準
備
か
ら
意
欲
的
に
企
画
・

運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
前
の
駐
車
場
に
は
消
防

車
両
が
展
示
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

試
乗
し
記
念
撮
影
。
ま
た
、
毎
年
大

人
気
の
お
堀
で
の
放
水
体
験
は
、
順

番
を
待
つ
親
子
で
人
集だ
か

り
が
で
き
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

一
方
、
本
丸
跡
で
は
、
忍
術
道
場
の
吹
き
矢
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、

普
段
は
危
険
で
で
き
な
い
遊
び
も
ス
タ
ッ
フ
が
安
全
を
確
保
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
か
ら
だ
で
遊
ぼ
う
！
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」が
行
わ
れ
た
上
田
城
跡
公

園
野
球
場
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が

体
験
で
き
ま
し
た
。
真
剣
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
教
え
る
ほ
う
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
上
田
城
跡
公
園
す
も
う
場
で
は

「
こ
ど
も
の
日
す
も
う
大
会
」も
行
わ

れ
、
真
剣
勝
負
に
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　国道144号荒井交差点近くにある「新鮮市」がオー
プンしました。店内には地元農家の皆さんが安全に
育てたおいしい野菜をはじめ、花や工芸品、粉類、
おやきなどが並びます。また、地粉だけの手打ちそ
ばを提供するそば処も開店し、５月３・４日の「春
のそば祭り」では、両日で500食のそばを提供しま
した。祭りにあわせて３日には、市からの苗木の頒
布会も行われ、こちらも大勢の人でにぎわいました。
　また、新鮮市となりの体験型施設「ゆきむら夢工
房」でも祭り中、多くのグループがそば打ち体験を
していました。ここではおやき作り、パン作りも楽
しめ、特にそば打ち体験は小中学校のクラスレクリ
エーションなどとしても人気があります（電話で予
約してください）。
　新鮮市は今年から夢工房と同じく通年営業になり
ました。真田においでの際はお立ち寄りください。
・さなだの郷振興公社　TEL72・0150
　http://www.sanadanosato.or.jp/

第38回うえだこどもまつり

ちびっこエネルギー全開！

振
興
公
社
新
鮮
市
と
ゆ
き
む
ら
夢
工
房

新
鮮
食
材
あ
り
ま
す
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平成21年度の新規採択事業　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　地域別／事業名（団体名）
●全市域
まちづくり事業 　地域でいのちを考えるネットワークづくり

（上田・生と死を考える会）、全国屈指の文化財群を内包する
上田盆地の仏教文化史の究明（仏教文化研究会）、うえだしろ
う探偵ツアー（NPO法人信州いなか体験塾）、対話と共創を
通した絵本作り 共創デザインラボ（共創デザインラボ）、歌
舞伎公演（上田古典芸能を復活する会）、上田から発信！健
康、観光、ノルディックウォーキング交流事業（信州上田ノ
ルディックウォーキング協会）
●上田中央地域
ふるさとづくり事業 　花いっぱい運動 北大手町自治会（北大
手町自治会）、蛍と花ももの里事業（上青木自治会）、岩下地
区内の歴史遺産を活かした魅力あるふるさと創り（岩下自治
会）、愛宕町の生い立ちを学び歴史を後世に残す事業（愛宕町
自治会）
まちづくり事業 　越智章仁ピアノコンサート～心の花束～事
業（ハートフェルト）、千本桜まつり支援まちなか回遊事業（千
本桜まつりまち歩きプロジェクト）、悠久の歴史に息ずく信
濃国分寺を核とした魅力ある地域づくり事業（信濃国分寺 蓮
の花を育てる会）
●上田西部地域
ふるさとづくり事業 　ホタルの復活に伴う下塩尻全体のコ
ミュニティの活性化（下塩尻自治会）、ふるさとを訪ねて世代
間交流 うぶつかの街（生塚自治会）
●上田城南地域
ふるさとづくり事業 　地域の歴史・史跡整備事業（上田原自
治会）、子供や高齢者に優しく思いやりのある町千曲町まち
づくり事業（千曲町自治会）、倉升山遊歩道の整備（倉升自治
会）

まちづくり事業 　文化財「倉沢家住宅」を活用したまちづくり
事業（ききべの会）、花の地域 花壇の道（倉升自治会倉月会）、
日本文化を通しての国際文化交流会（社団法人日本将棋連盟
上田支部）
●神科・豊殿地域
ふるさとづくり事業 　玄蕃山公園の桜を活かしたふれあいの
里づくり（長島自治会）、みんな仲良しだ（中吉田）！人の輪が
広がるふるさとづくり事業（中吉田自治会）
まちづくり事業 　矢沢森林ふれあいの会事業（矢沢森林ふれ
あいの会）

●塩田地域
ふるさとづくり事業 　みんなで進める身近な生き物調査・自
然豊かな地域づくり事業（セレーノ八木沢自治会）、ふれあい・
助け合いの郷下之郷自治会をIT技術導入で実現（下之郷自治
会）
まちづくり事業 　塩田平札所めぐり興隆事業（塩田平札所め
ぐり興隆会）、「切り絵紙芝居」の上演（塩田平民話研究所）
●川西地域
ふるさとづくり事業 　ふれあい桜祭り IN ひばりヶ丘（ひば
りヶ丘自治会）
まちづくり事業 　水辺公園祭り（水辺の会）、キャンドルナイ
トによる蛍狩り（浦里とんぼの会）
●丸子地域
ふるさとづくり事業 　平井地区穴沢枝垂れ栗・榎保存会（平
井自治会）
まちづくり事業 　丸子バラを育てる事業（丸子バラの会）、一
本木公園整備事業（一本木公園をつくる会）、ほたる飛び自然
豊かな里山造り（中丸子ほたるの里の会）、かあちゃん達が伝
えるおらが村（内村）の幸せ（内村っ娘の会）、地域おこし事業
（独鈷山千本櫻の会）
●真田地域
ふるさとづくり事業 　横尾の歴史と文化を守り区民の触れ合
える里 横尾区（横尾区）、文化財や歴史、伝統の継承は未来
を創造する礎「ねじとわら午の里」戸沢自治会（戸沢自治会）、
歴史遺産を活かしたふれあいの里 三島平自治会（三島平自治
会）
まちづくり事業 　信州しあわせ村真田さくら植栽事業（信州
しあわせ村真田さくら会）
●武石地域
ふるさとづくり事業 　ほたる復活と水生生物観察エリアの自
然景観整備（藪合自治会）、鳥屋城をはじめとする歴史遺産巡
りふれあいの里（鳥屋自治会）、もみじ橋の周辺整備事業（大
布施巣栗自治会）、すぐりの里造り事業（西武自治会）
まちづくり事業 　武石「ご当地丼」をみんなで開発するプロ
ジェクト（武石特産品検討委員会）

※これらの事業のほか、平成20年度からの継続事業45件（ふ
るさとづくり事業22件、まちづくり事業23件）が採択になっ
ています。

　平成21年度わがまち魅力アップ応援事業は、４月１日から各地域で活動が始まっています。当初募集では 106件の応募が
あり、93件の事業が各地域協議会の審査を経て採択されました。今回、市民活動団体を対象とした全市的な事業について
再募集を行います。まちづくりに熱意やアイデアを持つ市民の皆さんが、地域の課題の解決や世代間・地域間交流を目的に、
参加者を限定せずに行う上田市の魅力アップに寄与する事業が対象となります。予算の範囲内での採択となりますが、次の
内容で申請を受け付けます。
●募集期間　６月１日㈪～ 30日㈫ ●対象事業　全市域対象事業
●選考審査　７月下旬にプレゼンテーションを実施 ●事業開始　採択後に開始
●応募先　まちづくり協働課または各地域自治センターへ。

追加募集を実施しますわがまち魅力アップ応援事業

��



平成20年度に各地域でこんな事業が実施されました

　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1354）
　　地域協議会事務局（地域自治センター、公民館）

上田地域（神科・豊殿）
歴史の薫る町並み紹介と史跡保存活動を活

い

かした
地域づくりの里事業（伊勢山自治会）

地域の歴史や魅力ある景観について、地域の皆さんが調査・聞き取りを重
ねながら１冊の本を発行しました。地図や写真を取り入れガイドブックと
して伊勢山をわかりやすく解説しました。多くの人の目に触れ伊勢山を知っ
てもらうきっかけとなると思われます。興味のある方はぜひ読んでいただ
き、実際に訪れてみてはいかがでしょうか。発行：平成21年3月、編集者：
伊勢山をたしなむ会（会長／清水道雄さん）

丸子地域
箱山城・桜ロード整備事業
（代表／樋村宣郎さん）

中丸子地籍から箱畳池方面に通じる山道沿いに、平成15年
から地元有志が集まり道路整備や花木の植栽を行ってきまし
た。今回は、地元小中学生や丸子修学館高校の生徒とともに
桜などの植栽を行い、世代間を超えて交流を図りながら温暖
化防止、環境美化に努め、多くの地域住民の憩いの場となる
よう整備を行っています。平成21年度以降も児童、生徒と
地域住民の協働で継続して整備、維持管理を行い、自然とふ
れあい、住民が交流できる場にしたいと思います。

真田地域
ダボスの丘遊歩道整備事業
（菅平自治会）

日本のダボスと称される菅平高原。その中で、冬には菅平高原スキー場ダ
ボスゲレンデとして親しまれているのがダボスの丘です。そのダボスの丘
を安全に登れるように、ふもとから頂上まで階段状の遊歩道を自治会住民
の協働作業により設置しました。丘一帯は市有地となっており、どなたで
も入れ、国道406号沿いの無料駐車場から手軽に登ることができます。「ダ
ボスの塔」の立つ頂上付近一帯はなだらかな芝生の丘になっており、ピク
ニックにも最適です。さわやかな初夏の菅平高原にお越しください。

武石地域
ヒカリ苔

ごけ

輝く美ヶ原焼
やけ

山
やま

沢
ざわ

登山道整備事業
（武石山岳会長／小林和昭さん）

「登りついて不意に開けた眼前の風景にしばらくは世界の天
井が抜けたかと思う」。詩人・尾崎喜八が美ヶ原を詠んだ詩の
一節です。台上まで車道が延びてしまった現在、この感動は
過去のものになりつつあります。再び多くの人に自分の五感
を通して自然を味わってほしい、しかも美ヶ原から流れ出す
最も美しい渓谷を登って。そんな思いを形にしたいという山
岳会員の力を結集して昨年度、焼山登山道の整備を行いまし
た。渓流に沿って１時間も歩くと、雪解水を集めた焼山滝が
マイナスイオンいっぱいの水しぶきを上げ迎えてくれます。
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◆全市域枠
上田から発信！健康、観光、ノルディックウォーキ
ング交流事業（代表／月本光一さん）

ノルディックウォーキングとは、単に歩くだけでなく上半身
も使う全身運動でフィットネス効果が高く、しかも膝や腰の
負担が少ないため子どもからお年寄りまで楽しめるスポーツ
です。昨年秋、菅平高原で国内最大規模のノルディックウォー
キング大会を開催しましたが、今年も10月11日に荻原健司
さんをお招きして、上田城を中心に開催を予定しています。

◆神科・豊殿地域
矢沢森林ふれあいの会事業
（代表／石原重助さん）

近年荒廃の進んでいる里山の整備を行うとともに、多くの
人々に森林への親しみを培ってもらい、森林の持つ大切さの
啓発を図ります。あわせて復活させた炭焼き窯を活用して炭
火焼ステーキ祭りや伐採木を原木としたキノコ駒打ち体験
会・キノコ栽培講習会など、地域の魅力アップを図るイベン
トを企画していきます。

◆上田中央地域
悠久の歴史に息ずく信濃国分寺を核とした
魅力ある地域づくり事業（代表／石橋誠さん）

信濃国分寺蓮の花を育てる会では、今年もすばらしい蓮の開
花を願い作業が始まりました。蓮の花は７月上旬から８月ま
で楽しめます。７月12日には蓮のフェスタが開催されます。
お出かけください。

◆上田西部地域
ホタルの復活に伴う下塩尻全体のコミュニティの
活性化（下塩尻自治会長／竹内健三さん）

下塩尻のホタル水路周辺でホタル保護のための遮光ネット設
置、生態学習のための看板設置、ホタルの生態ビデオ記録の
作成、憩いのあずまや設置などを実施します。ホタルを通じ

て子どもたちの学
習と地域住民のふ
るさとへの愛着心
とロマンを育てま
す。

わがまち魅力アップ応援事業

◆上田城南地域
倉升山遊歩道の整備事業
（倉升ふるさと振興委員会委員長／武田忠一さん）

倉升自治会は、倉升山（物見山）の沢筋に広がる扇状地に位置
し、上田創造館や長池公園周辺の自然あふれる地域です。倉
升山の史的なところを次世代に伝え、人々の健康増進と交流
を深める場として山道を補修し遊歩道を整備します。終点地
は以前、炭鉱だったほか警察署の射撃練習場でもありました。
来年度完成の予定です。

市民の皆さんが、「自分たちで地域を創
つく
る」趣向を凝

らした事業が今年度も各地域で行われます。こうし
た事業を広報うえだでは随時紹介していく予定です
が、今月号では、平成21年度に行われる10事業を紹
介します。
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◆丸子地域
一本木公園整備事業
（代表／堀内眞澄さん）

塩川・長瀬地区の境に位置する通称「一本木塚」は、陣場地区
のぶどう畑に隣接し、上田地域、菅平高原、浅間山などを一
望できる場所であり、春には多くの桜の木が花を咲かせてい
ます。これまで未整備であったため、地区を越えて地域住民
の手により整備し、交流イベントを実施するなど住民の連帯
感を深め、地域
の活性化を図り
ます。

◆塩田地域
塩田平札所めぐり興隆事業
（代表／若林恭英さん）

塩田地域には、約300年前に四国霊場八十八ヶ所の仏像を勧
かん

請
じょう

し、巡回することで巡礼と同様の御利益があるとされてい
ました。札所めぐりを通してこのような文化を探究すること
から、地域の歴史や多くの風習などを理解し、地域の魅力の
再発見と観光を含めた情報の発信を行います。札所めぐりは
春と秋に３回ずつ計画し、３回参加すると一通り巡回できる

コース計画を考
えています。春
は４・５月に３
日間開催。秋も、
３日間開催予定
です。

◆川西地域
初夏の里山ふれあいフェスティバル事業
（代表／池田益雄さん）

地域の大人たちに50～60年前の思い出があるように、今の
子どもたちにも浦野川やビオトープでの自然体験が、いつま
でも忘れられない懐かしい思い出として残るよう、６月28
日に開催を予定しています。

◆真田地域
あずまや高原を憩いの広場に育てる事業
（代表／米田佐代子さん）

四阿高原の「らいてうの家」と周辺を会場にコンサート、各種
講座などを開催します。７月５日に子ども祭り（県薬草園で
入場無料）、８月23日にコンサート、９月５日にらいてう講
座など、そのほか多数開催します。

◆武石地域
すぐりの里造り事業
（西武自治会長／斉藤敏夫さん）

荒畑や山林に手を入れて、スグリ、ワラビなどの山菜や、キ
ノコ類を、四季を通して収穫・活用できる「すぐりの里」に整
備。都市との交流
や地域の活性化
を図ります。秋に
は参加自由のき
のこ鍋のイベン
トも計画中！

　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1354）
　　事業実施地域の地域協議会事務局（地域自治センター、公民館）

平成21年度に
こんな事業が行われます
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX ： 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：160,032人  男：78,301人  女：81,731人  世帯数：61,893戸　外国人登録者数：5,139人  男：2,443人  女：2,696人

人の動き （平成21年５月１日現在）

４月２日に、臨泉楼柏屋別荘様が所有していた「花月文庫」377冊が寄贈さ
れ、その贈呈式で、斎藤三雄代表取締役社長から母袋市長へ目録が贈呈さ
れました。
故飯島花月氏（上田市横町出身）が残した、全国的にもその名が知られる「花
月文庫」は、江戸文学や江戸庶民文化及び郷土史関係の膨大な資料です。
そのほとんどは、かつて上田市が購入し、市の誇るべき文化的遺産として
上田図書館で所蔵。データベース化され、デジタルライブラリーにて、イ
ンターネット版花月文庫目録、「御当代記」全画像などを見ることができ、
地域の社会教育・生涯学習の貴重な資料としても近年ますます活発に利用
されています。

日本的コレクション「花月文庫」が
寄贈されました
提供／上田図書館
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